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　　　　八 味地黄丸の 脳血流増加作用
一 ヒ ト網膜中心動脈 の 血流を指標 と して 一
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【緒言】 近年の 超音波診断装置の進歩 は目覚 ま し く，デ ジ タ ル ビ ーム フ ォ
ー

マ に よ り高

周波 プ ロ
ーブ の 対応が で き， 微細な血管 の 血行動態 を，無侵襲で観察す る こ とが 可能と な っ

て い る 。 そ こ で ，脳血管の 分枝で ある網膜中心動脈 を指標と して，漢方薬 の 投与前後 に お

け る血行動態 の 変化を観察 した。 臨床で 頻用 され る漢方薬を ス ク リーニ ン グ した と こ ろ，

特に，八味地黄丸 に 顕著 な血流増加作用が認 め られ た た め，投与対象を増や して 検討を加

え た の で 報告す る。

【対象 と方法】健常成人男性 を対象 に， ツ ム ラ 八味地黄丸 エ キ ス 顆粒 5，0グ ラ ム を
一

回で

投与 （微温湯に て 服用） し，投与前か ら30分後 まで の 網膜中心動脈の 血流を測定 した。 測

定機器 は ， 超音波診断装置 Image 　Point　 H 　P ．M2410A で， プ ロ
ーブ は リ ； ア 型 ト ラ ン ス

ジ ュ
ーサ L7535 （い ず れ も ヒ ュ

ー
レ ッ トパ

ッ カ ー ド社製） と し，最高流速，最低流速，平

均流速，血管抵抗等 の 測定を行 っ た 。 対照 と し て ， 漢方薬を服用 した の と同 じ量 と温度 の

微温湯 で ，同様に 測定を行 っ た 。 さ ら に ，腹証そ の 他，漢方医学的な情報 に つ い て も検討

を加え た 。

【結果】八味地黄丸 の 投与 に よ り，網膜中心動脈 の 最高流速 ， 最低流 速，平均流速 は増加

傾向を示 した 。 流速の 増加 は 5分後か らみ られ，特 に，15分後 ， 20分後 に お い て ，有意な

増加 とな っ た 。 ま た，血管抵抗値 は逆 に 低 下傾向を示 し た 。 肉眼的に も ， 血管 径の 拡大が

認め られ る例 もみ られ た 。 これ らの 作用 と漢方医学的な証 との 関連 に つ い て も報告す る。

【考察】網膜中心動脈 は眼底部 の 血 管 の
一

つ で あ り，内頚動脈の 分枝で あ る 。 眼 底部の 血

行動態 は，脳 の 血行動態を反映 して い る と考え られ，網膜中心動脈の血流が増加 した こ と

は，脳血流 が増 加 した と捉え る こ と もで きる 。 八 味地黄丸 は，高齢者 に使用頻度が 高 く，

白内障な ど の 眼疾患 に し ば し ば用 い られ る 。 我々 も，八 味地黄丸が視覚誘 発電位 （VEP ）

を刺激す る効果 の ある こ とを報告して きた 。 今回の脳 1血流増加作用 は，八 味地黄丸 の 中枢

へ の 効果を裏付 け る作用 の
一

つ と考え られ る。

　【結論】八味地黄丸 の 服 用 に よ る網膜中心動脈 の 血流増加を確認 した 。
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